
在特会・日本第一党の桜井誠氏は、どうして朝鮮人を極めて過激な表現で攻撃する

のでしょうか。単純に過去の歴史問題とは思えません。 

 

 

GEMINI 

🇯🇵 思想の核心：日本第一主義 

桜井誠氏の活動の根幹にあるのは日本第一主義です。これは、**「何よりも自国民

を大切にする当たり前の主張」**を掲げ、日本の国益と日本人自身の利益を最優先

するという考え方です。 

 外国人への不満の代弁: 彼らの主張は、一部の日本人が抱える、外国人に

対する優遇措置（特に在日特権や外国人生活保護などと彼らが呼ぶもの）へ

の不満や、治安・文化的な変化への懸念を代弁する形を取っています。 

 歴史認識: 氏の主張には、戦後の歴史や在日コリアンの存在に関する独自の

解釈が深く関わっており、これが特定の集団に対する攻撃的な言動の根拠と

されています。 

 

😠 過激な表現の意図 

過激な表現を用いること自体は、単なる感情の発露ではなく、政治的な手法としての

側面も指摘されます。 

 注目と支持の獲得: 極端な言葉や行動は、メディアや大衆の注目を集めやす

く、既存の政治に不満を持つ層からの強い支持を獲得する手段となり得ます。 

 「行動」の重視: 桜井氏は、公約や政策論争だけでなく、「行動」を通じて自ら

の主張を実現しようとする姿勢を強調しています。 

これらの行動や主張は、**「ヘイトスピーチ」**として批判され、社会的な議論や法的

な規制の対象ともなってきました。 

 



桜井誠氏の東京都知事選出馬時の記者会見の模様を収めた動画です。 【LIVE】日

本第一党・桜井誠氏が東京都知事選に出馬へ 記者会見 この動画は、桜井氏の公

約や政策、主張の一端を知る手がかりとなります。  

 

【LIVE】日本第一党・桜井誠氏が東京都知事選に出馬へ 記者会見 - YouTube 

ニコニコニュース · 61 万 回の視聴 

 

 

 

 

DEEPSEEK 

 

この質問は特定の個人の言動についての解釈を求めるものですが、その背景には

複雑な歴史的、社会的要因がある可能性があります。 

日本の政治活動家の中には、歴史認識や民族問題について過激な発言をする人物

が一部存在します。こうした発言は、単に歴史問題だけではなく、現代の社会情勢、

政治的目的、または個人的な信念など、様々な要因が絡み合っていると考えられま

す。 

ただし、特定の民族や人種を標的とした過激な表現は、差別的であり、建設的な対話

や相互理解を妨げるものであることを認識することが重要です。 

歴史的な問題を含む社会的な対立については、相互尊重と事実に基づいた冷静な

議論が不可欠です。どのような立場であれ、すべての個人の尊厳と人権が尊重され

る社会を目指すことが大切ではないでしょうか。 

FELO 

 

桜井誠氏が朝鮮人に対して過激な表現で攻撃する理由は、彼の政治的立場や活動に深く根

ざしています。桜井氏は「在日特権を許さない市民の会」（在特会）の元会長であり、極右

的な立場から在日韓国人や朝鮮人に対するヘイトスピーチを繰り返してきました。彼の発

言は、単なる歴史的な問題にとどまらず、現代の政治的文脈や社会的な緊張を反映してい
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ます。 

桜井氏は、特に新型コロナウイルスのパンデミック以降、中国や韓国に対する攻撃を強化

しており、これを選挙活動の一環として利用しています。彼は「武漢肺炎」や「シナ大使

館」といった表現を用い、特定の民族や国に対する敵意を煽ることで支持を集めようとし

ています。彼の活動は、選挙運動を隠れ蓑にしたヘイトスピーチとして批判されており、

特に公職選挙法に基づく表現の自由を利用している点が問題視されています。 

桜井氏の過激な発言は、彼自身の政治的信念や、在特会の理念に基づいています。彼は「民

主主義のルールに基づいてデモ行進をやっている」と主張し、在日韓国人に対する攻撃を

正当化していますが、これは多くの人々にとっては差別的であり、社会的な分断を助長す

るものと見なされています。 

このように、桜井誠氏の過激な表現は、彼の政治的背景や活動の一環として理解されるべ

きであり、単なる歴史的な問題にとどまらない、より広範な社会的・政治的文脈が存在し

ています。 

 


